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福祉サービス第三者評価結果報告書 

              事業者名 社会福祉法人 昭芳会              

評価実施期間 平成 29 年 9 月 11 日～平成 30 年１月 22 日 
1 評価機関 

名称 特 定 非 営 利 活 動 法 人 福 祉 21か ご し ま  

所在地 鹿 児 島 市 真 砂 町 54番 15号  

  

２ 事業者情報               【平成 29 年 6 月 30 日現在】 

 事業所名称： 

つ つ は の 園 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー  

サービス種別： 
介 護 予 防 通 所 介 護  

開設年月日：平成8年1月1日 管理者氏名 幸田一臣 

設置主体：社会福祉法人 昭芳会 代表者 職・氏名 理事長 林 芳郎    

経営主体：社会福祉法人 昭芳会 代表者 職・氏名 施設長 幸田一臣 

所在地：〒899-6105 鹿児島県姶良郡湧水町般若358 

連絡先電話番号：0995-75-4622 FAX番号：0995-75-4620 

ホームページアドレス E-mail tutuhanoen4622@blue.ocn.ne.jp 
 

理念・基本方針 

＜ 基 本 理 念 ＞  

・ 生 活 主 義  

・ 五 感 主 義  

・ よ り よ く 生 き る  

＜ 運 営 方 針 ＞  

利 用 者 様 が 可 能 な 限 り 在 宅 生 活 に お い て 身 体 的 、 精 神 的 、 社 会 的 自 立 が 図 れ る

よ う に 必 要 な 介 護 サ ー ビ ス 等 を 提 供 し ま す 。 健 康 チ ェ ッ ク 、 入 浴 、 食 事 、 機 能

訓 練 の サ ー ビ ス に 加 え 、 趣 味 活 動 を 豊 富 に 取 り 揃 え て 利 用 者 様 の 出 来 る 事 、 可

能 性 の あ る 事 を 大 切 に し ま す 。  

 

 

【施設・事業所の特徴的な取組】 

介 護 保 険 対 象 外 の 方 か ら 要 介 護 ５ の 方 ま で が 利 用 で き る 事 業 所 で す 。 鹿 児 島

県 と 宮 崎 県 の 県 境 に 隣 接 す る 立 地 条 件 か ら 両 県 の 利 用 者 を 積 極 的 に 受 け 入 れ

て い ま す 。 利 用 者 様 ・ ご 家 族 様 の ニ ー ズ に 即 対 応 で き る 体 制 を 整 え て お り 、

趣 味 活 動 に お い て は 10種 類 以 上 と 幅 広 く 行 っ て い ま す 。 広 大 な 敷 地 を 活 か し



季 節 の 草 花 を 観 賞 し な が ら 歩 行 訓 練 を し た り 、 グ ラ ン ド ゴ ル フ を し た り と 外

気 を 取 り 入 れ た 機 能 訓 練 も 行 っ て い ま す 。 施 設 内 は 温 泉 が 湧 き 出 て お り い つ

で も 利 用 で き る 環 境 を 整 え て い ま す 。 認 知 症 の 症 状 が あ る 方 に も 対 応 し 四 季

折 々 の 季 節 行 事 を 取 り 入 れ 、 市 町 村 の 文 化 祭 へ の 出 品 、 参 加 な ど 社 会 交 流 が

図 れ る 取 り 組 み を し て い ま す 。 そ の よ う な 市 町 村 と の 関 係 の 構 築 に よ り 町 生

涯 学 習 組 織 ・ 保 育 園 ・ 小 学 校 ・ 中 学 校 を は じ め と す る ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 を 年

間 を 通 し て 多 く 受 け 入 れ て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 【利用者の状況】 

１日の利用定員  40人 登録利用者数   113人 

※ 施設種別ごとに，利用者の年齢階層，利用期間，障害の程度･内容など，その施設の特徴

が明らかになるようなデータを適宜添付してください。 
利用者の年齢層 

      
          
年齢区分 ～64 歳 

65～74

歳 

75 歳～84

歳 

85～94

歳 
95 歳～ 

   

人数（人） １＋０ ８＋４ ３３＋３ ５２＋６ ５＋１ 
介護保険＋介護保険対象

外 

          

要介護区分 
        

          
区分 

非該

当 

要支援

１ 
要支援２ 要介護１ 

要介護

２ 

要介護

３ 

要介護

４ 

要介護

５  

人数

（人） 
19 3 17 32 27 8 4 3 

 

 
【職員の状況】 

       
平成 29 年 6 月  現在 

職 種 

勤務区分 

＊常勤換

算 
＊基準職員数 常勤（人） 非常勤（人） 

専従 兼務 専従 兼務 

管理者   1     1   

生活相談員   2     2   



看護職員   4     4   

介護職員 7 7     14   

機能訓練指導員   4     4   

                    

現在の状況 

常勤職員 25 人 
非常勤職

員 
  人 

専門職員について （追加のある職種は空欄に記入可） 

社会福祉士   人     人 

介護福祉士 6 人     人 

准看護師 4 人     人 

介護支援専門員 3 人     人 

 
【職員の状況】 

前年度採用・退職の状況 

 

採用 常勤  1  人 非常勤     人  

退職 常勤    人 非常勤     人 

○常勤職員の当該法人での平均勤務年数             9・19 年 

○直接処遇に当たる常勤職員の当該法人での平均勤務年数     9・19 年 

○常勤職員の平均年齢                     47・5 歳 

○うち直接処遇に当たる職員の平均年齢             47・5 歳    

 

※常勤換算数及び基準職員数は，当該職について，運営基準等で定められている場合のみ

記入してください。 

 

３ 第三者評価の受審状況 

評 価 実 施 期 間  

 

平 成 29年 9月 11日（ 契 約 日 ）～  平成 30年

1月 22日 （ 評 価 結果 確 定 日 ）  

 

受 審 回 数（ 前 回 の受 審 時 期 ） 

 

   １   回 （平 成 ２ ６  年 度 ）  

 

４ 評価の総評 

◇特に評価の高い点 

法 人 の 基 本 理 念 「 生 活 主 義 」 「 五 感 主 義 」 「 よ り よ く 生 き る 」 に も と づ き 、

「 住 み 慣 れ た ふ る さ と で 幸 せ に 生 き る 」こ と を 支 え る た め の 医 療・福 祉 が 連 携

し た 最 適 の サ ー ビ ス 提 供 に 向 け て 、地 域 と 連 携 し な が ら 、様 々 な 取 り 組 み が 中



長 期 の 視 点 も 意 識 し な が ら 展 開 さ れ て い る 。  

 

 

 

◇改善を求められる点 

 上 記 の 取 組 を よ り 効 果 的 な も の と す る た め に 、理 念 や 基 本 方 針 の 実 現 に 向 け

た 目 標（ ビ ジ ョ ン ）の 達 成 度 を よ り 客 観 的 に 評 価 で き る よ う 、中 長 期 計 画・事

業 計 画 の 目 標 を 数 値 化 し 、そ の 結 果 や プ ロ セ ス を 検 証 す る た め の 工 夫 が な さ れ

れ ば 申 し 分 な い 。  

 

 

 

５ 評価結果（別紙） 

 

６ 利用者調査の結果(別紙) 
 

 

 

７ 事業者の自己評価結果(別紙) 
 

 

８ 第三者評価結果に対する事業者のコメント 

 当 法 人 と し て は 、今 回 第 ２ 回 目 の 第 三 者 評 価（ 以 下 、評 価 ）の 受 審 と な っ た

が 、 評 価 当 日 の 冒 頭 説 明 で 、 a.b.c の 評 価 付 け の 方 法 が 見 直 さ れ 、 前 回 に 比

べ 、よ り シ ビ ア な も の に な っ た と 事 前 予 告 さ れ た 通 り 、一 つ ひ と つ の 確 認 作 業

に お い て は 、事 業 所 や 職 員 の 深 層 心 理 に ま で 及 ぶ 程 の 深 い 内 容 で あ っ た よ う に

思 え る 。つ ま る と こ ろ 職 員 の 日 頃 の 言 動 や 行 動 の 源 が 法 人 理 念 や 各 種 根 拠 法 令

に 基 づ い て の も の と な っ て い る か と い う 問 い だ っ た と も 言 え る 。ま た 、評 価 資

料 の 内 容 は 学 識 経 験 者 等 の 専 門 家 に よ り 、内 容 が 体 系 的 に わ か り や す く 整 理 さ

れ て い て 、今 後 の 事 業 運 営 に お い て も 貴 重 な 資 料 の 一 つ と し て 生 か し て い く べ

き と 感 じ た 。  

今 回 、中 長 期 計 画 を 立 て て は い た も の の 、目 標（ ビ ジ ョ ン ）の 達 成 度 を よ り

客 観 的 に 評 価 で き る よ う に す る た め の 目 標 の 数 値 化 の 必 要 性 を 評 価 に よ り 痛

切 に 感 じ 、今 後 の 重 要 課 題 の 一 つ と し た い と 思 わ せ て い た だ い た の は 何 よ り の

収 穫 だ っ た よ う に 思 え る 。  

 

 

 

 


